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発電所の運転が安定して継続できるよう，デジタル技術の

活用を考え，お客さまが行うボイラ運転時の支援とボイラ

設備の定期検査計画時の支援をするシステムを開発したの

で，本稿で紹介する．

2.　ボイラの運転支援

2. 1　運転支援の背景と課題

主に東南アジア・アフリカ地域において，IHI は運転支

す．各発電遮 運転データを
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サービスでは，



61IHI 技報　Vol.60  No.1 ( 2020 )

とが課題となってきた．そこで，ICT を活用した自動診
断により，監視の高度化・省人化を目指している．

2. 2　監視および支援のアプローチ

IHI は，IHI
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は，火力発電所の定検時に行う検査や更新の対象範囲を，
適切に判断できるように必要なデータを分かりやすく提示
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